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●人間としての意義と意味の回復を―北陸連区差別問題研修会を実施― 
5 月 27 日午後、第 42 回北陸連区差別問題研修会が開催されました。テーマを「ハンセン病問

題を通して聞く差別と真宗」とし、小児科医である梶原敬一師（山陽教区）よりご講義をいただきまし

た。元々は昨年 5 月に 1 泊 2 日で開催予定でしたが、コロナ禍に対応するため、1 年延期して内

容を半日の日程に組みなおし、北陸連区内の７教務所を Web で繋

いで開催する形式としました。 

参加者は、教務所への参加に個人 Web 参加も加えて、合計で 83

名の参加があり、その内、主催教区である小松教区からは 20 名の参

加がありました（また、全体のWeb参加者は 24名でした）。 

講義では、「病気や死に対する恐れから生まれた差別心が、現在

は自分に都合の良い科学的解釈を妄信することによって悪質化(正義化)している」、そのようなもの

の見方を「科学主義」という表現を用いて厳しく指摘されました。そして、事実を事実のまま率直に

受け止めていく真の科学的な生き方を確かめることから「真宗は、真実を浄土の光によって確かめ

ていく教えである」と押さえられ、また真宗

の教えを通じて「現実を見失わず、人間と

しての意義と意味を回復していくことが可

能である」と語られました。また、その後の

質疑では、インターネットを介して積極的
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な意見交換が行われました。各教務所を会所として Web で繋ぐ形式は、各教区に大きな負担なく

開催できる形式です。コロナ禍の研修形式の一案として、さらに工夫を加えられつつ、様々な研修

会開催に広がっていけば有難いなと思います。         （報告 教区駐在教導 西山郷光） 

●  新教区発足に向けた具体的な議論はじまる！ 
６月１日、新教区準備委員会が開催されました。新教区準

備委員会は３月の両教区の合意並びに４月の両教区の教区

会・教区門徒会の議決を受け、両教区の役職者（計 18 名）で

構成される新たに発足した委員会です。 

委員会では正副委員長の互選（下記記載のとおり）、委員

会の組織概要や協議案件、小委員会の設置や今後のスケジ

ュール等を確認しました。 

今後は、①組織（教区の組織や各種規程）、②教化（教化体制・教化事業）、③財務（予算や各

種会計）、④将来構想（総合的な課題の共有、本山と連携し支援室の設置）の小委員会に分かれ、

２０２３年７月の新教区発足に向け協議が進められます。教区改編の進捗状況は、適宜、組会や組

門徒会総会（役員会）等でお知らせいたします。 

【委員長】能邨勇樹氏（小松教区教区会議長） 【副委員長】山本龍昇氏（大聖寺教区教区会議長） 

●  新任世話方研修会を実施 
新任世話方研修会を、新型コロナ感染拡大予防対策の

ため、6 月 16 日・18 日の午前・午後の計 4 回、主な対象組

を 2組ずつに分けて開催しました。研修会では、加藤彰教氏

（林西寺住職）に「相続講の願いと歴史」をお聞きした上で、

菴原憲行教務所主計より「相続講に関する世話方の実務」に

ついて説明がありました。質疑の時間も設けており、特に実

務に関しては具体的な質問も多く寄せられました。 

ただ、感染対策を講じたとはいえ、募集期間はコロナ感染が拡大している時期であったために、

新任世話方 約 230 名に対し、50 名程の参加にとどまりました。コロナ禍のために参加を躊躇され

た方も多くおられたことから、次年度も同様の研修会を企画予定です。対象の方へは、次年度に改

めてご案内いたします。 （報告 教区駐在教導 西山郷光） 

●  十二日講門徒会総会の開催並びに役員決定 
６月８日、十二日講門徒会総会が開催され、役員が決定いたしました。今回の総会でははじめに、

5月に逝去された会長であった山田富雄氏を偲んで黙とうが行われました。その後今年度の事業報

告、決算報告、次年度の事業計画、予算案等の説明があり、それぞれ全会一致で承認されました。 

総会の後、十二日講門徒会の発足に携わられ、初代の会長であった中田郁夫氏（参議会議員）

より発足の経緯と願いについてお話いただきました。 

役職 氏名 所属組  役職 氏名 所属組 

会長 中川 武 徳橋組  常任委員 清丸 亮一 苗代組 

副会長 飴野 一郎 九日講組  常任委員 笹木 勉 板津組 

会計 阿戸 隆一 粟津組  監事 田中 庄治 北板津組 

庶務 安田 雅則 小松組  監事 喜多 昭一 十日講組 
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●  暁天講座について 

◇ 日 時  ８月１日（日）～２日（月） ５：４５から７：３０ 

◇ 会 場  小松教務所（メイン会場）、真成寺［白山市白峰］（中継会場） 

◇ 講 師  １日（日）近松 誉 氏（真宗大谷派本廟部長） 

２日（月）宮武 真人 氏（四国教区 光顯寺住職） 

◇ その他  教務所の定員は５０名、真成寺の定員は３０名です。定員を超えた場合、 

入場をお断りすることがあります。 

●  全戦没者追弔会兼十二日講について 
◇ 日 時  ８月１２日（木）９：３０から１１：３０ 

◇ 会 場  常磐会館（小松教務所） 

◇ 講 師  佐竹 融 氏（小松教区 光玄寺） 

◇ 主 催  小松教区 十二日講門徒会 

◇ その他  僧侶の出仕者は一部役職者に限定させていただきます 

 

 

●  「真宗大谷派宗憲」をご存知ですか？ 
真宗大谷派の最高規範（国でいう「日本国憲法」）である「真宗大谷派宗憲」は、今から４０年前の

１９８１年６月１１日に制定されました。宗憲は前文と百一条の条文によって構成されています。大谷

派は宗憲を頂点にして、条例、規程、達令などの諸規則が整備され、その諸規則に基づいて運営

がなされております。宗憲の精神は、①同朋社会の顕現 ②宗本一体（宗派と本山（本願寺）は  

一体）③同朋の公議公論（宗議会と参議会）の３つに集約されます。また、前文には、宗門や真宗

本廟の成り立ち、宗門存立の意義、等が力強い筆致で書かれています。なお、宗憲は書籍（価格：

税込み 440 円）として購入出来ます。制定から４０年、宗憲に込められた先人の思いに触れていた

だければ幸甚です。 

 
 

Ｑ：帰
き

敬式
きょうしき

（おかみそり）受式の際に「院号法名」を頂戴することは出来ますか？ 

Ａ：帰敬式の受式と同時に「院号法名」を頂戴することは出来ません。まず、帰敬式受式の際に仏

弟子としての名前である「法名（釋（尼）〇〇）」を頂戴します。その後、改めて小松教務所にて

「院号法名（〇〇院）」の申請を行っていただくことになります。帰敬式を受式してから院号法名を

申請するまでの期間に決まりはございません。お手次の寺院や在所のお世話方に相談のうえ、

折を見て申請ください。なお、帰敬式のお礼金※１は、院号法名の相続講賞典と異なり、別途御礼

金を頂戴しています。 

※１ 帰敬式のお礼金は 10,000円。教区主催の帰敬式ではお礼金とは別に記念品代等の諸

経費を頂戴しています。寺院での受式の場合は、その寺院にお問合せください。 

 （文責：小松教務所主計 菴原憲行） 
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【粟津組】 中止       【苗代組】 未定        

【小松組】 寺探訪 7/10（土） 13：30 來生寺 

【徳橋組】 （予定）7/25（日） 13：30 花坂町公民館  講師：安藤洋介 氏 

【板津組】 未定     【北板津組】 中止      【九日講】未定     

【十日講組】 双座御影報恩講 7/15（木） 9：30 名正寺 （※役員のみ） 

小松教区 月間行事予定表 【２０２１年７月】 

 教区・教務所  備考 

1 木   

2 金   

3 土   

4 日 
日曜講座 9：30 
   講師 松永 淳 氏（小松教区 長圓寺） 

 

5 月 大谷婦人会総会 13：30  

6 火 坊守会総会 14：00  

7 水 第２組教化委員会 15：00  

8 木 講師会常任委員会 15：00  

9 金 
同朋の会総会 10：00 

参事会 15：00 
 

10 土   

11 日   

12 月 

十二日講 9:30  
  講師 加藤 正現 氏（小松教区 勸正寺） 
組門徒会長会 十二日講終了後 
門徒会常任委員会 13：30 

 

 

 

13 火   

14 水   

15 木   

16 金   

17 土 
推進員教養講座① 9：30 
   講師 加藤 彰教 氏（小松教区 林西寺） 

 

18 日 
日曜講座 9：30 
   講師 土佐 明 氏（小松教区 願隆寺） 

 

 

19 月 将来構想小委員会（教区改編） 14：00  

20 火 教区会 15：00  

21 水 教区門徒会 9：30  

22 木 郡中御影報恩講前日準備 13：30  

23 金 郡中御影報恩講［勸歸寺］ 9：00  

24 土   

25 日   

26 月 教化小委員会（教区改編） 15：00  

27 火   

28 水   

29 木   

30 金 
真宗入門講座 19：00 

   講師 滋野井 光 氏（小松教区 稱佛寺） 

 

31 土   

各組の 

お講など 

講題：南無阿弥陀仏  

人と生まれたことの意味をたずねていこう

※ 教務所では「法要・聞法会開催のためのガ

イドラインに基づき、コロナウイルス感染防

止対策を徹底しております。 

※ 行事や会議等に参加・出席される場合は

必ずマスクを着用ください。 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、

変更の可能性があります。 

詳細は教務所または各主催団体へお問い

合せください。 

 

講題：観経からいただく真宗の教え

参拝者は各組門徒会・各関係団体の

役職者のみとなります。

正信偈からのメッセージ


